































A Survey on the Extent of Piano Playing in Childhood Education Major Students
– Noticing that Students' Enjoyed Playing the Piano –



























































































































































































最近接領域（zone of proximal development）の理論によって根拠づけている。協同学習に参
加する子どもたちの多様性によって、多元的で重層的な発達の最近接領域を構成し、そこでの
対話的コミュニケーションが一人ひとりの「背伸びとジャンプをよびおこす」としている。ま
た、協同学習は教え合いの関係ではなく、学び合いの関係であることが強調されている（佐藤, 
2010）。教え合う関係は、一方向的な非対称関係の繰り返しになるが、学び合う関係は、相互
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教員養成課程の学生における鍵盤楽器練習についての調査研究
に対等な対称的関係であり、互恵的な学び（reciprocal learning）を実現させるとしている。
学び合う関係は、つまずいた子どもが仲間への問いかけを発することから始まり、その問いを
共有し探求する関係を築くことである。すなわち、互いに共有した問いを探求することで、お
互いの理解が確かなものになっていくという効果がみられる。これを学生の楽器練習に当ては
めると、演奏技術や音楽理論への理解が多様な学生が集まって練習することで、重層的な発達
の最近接領域を構成し、それぞれの学生が仲間の援助により各自のレディネス（readiness）
以上のレベルに到達できると考えられる。さらに、そのような効果は、演奏技術が低い学生だ
けではなく、演奏技術が高い学生にもみられ、全体のレベル向上につながると考えられる。
３．今後の課題と展望
　本研究は、一つの学科の一学年の学生を調査対象としており、集団の特徴を反映している可
能性が否めない。しかし、他大学などに対象を広げると、授業内容や練習環境に違いがみられ、
交絡要因が多くなってしまう。今後は、同一科目の受講者に対し年度ごとに調査を繰り返し、
対象集団を広げていくことが望まれる。
　また、分析においては、採集したデータが順序尺度ばかりであり、多変量解析にかけること
が難しく、χ2検定を繰り返してしまった。このような手法では第一種の過誤を起こしやすい。
さらに、質問紙では４件法でたずねているが、そのままχ2検定を行うと、期待値が５未満に
なるセルが複数出てしまうことから、２あるいは３カテゴリーに置き換えて分析を行った。こ
れらの問題は、前述したような手法で対象者数を増やすことで、複数の順序尺度の関連を同時
に分析することが出来るようになり、改善されると考えている。
　本研究では、学生の練習頻度を増やす方法として、ピアノが苦手な学生と演奏技術が高い学
生が混在する小グループでの練習を提案した。さらに、弾き歌い練習においても協同学習を推
奨することでより高い学習効果がみられるのではないかという考察を行ったが、現時点では練
習頻度の増加や練習の効果について実証的なデータによる検討はできていない。今回提案した
方法による学生への指導の実施とその効果検証は、今後の課題として残された。
４．まとめ
　質問紙調査を行うことによって、授業担当者の印象に反して、多くの学生たちは弾き歌いの
練習に対して楽しい、あるいは好きだというポジティブな情動を喚起していることが明らかに
なった。しかし、その評価が練習の頻度の増加にはつながっていなかった。このように学生が
練習に関して感じていることを数値化して示すことができたことが、本研究の成果の一つであ
ると考える。また、練習の頻度を増やすための指導法として、ピアノの演奏技術が多様な学生
が協同で練習することを促進する指導を提案する。そのような練習形態により、演奏技術や音
楽理論の理解に対して互恵的な学びが成立し、全体のレベル向上につながると考えている。
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